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【目的】
1978年の改革開放以来､中国政府は繰り返し農産物流通システムの改革を行なった｡まずは､
農産物に関する統一買付け･統一販売制度(｢統購統鋪｣)の廃止が行われた｡次に､都市住民に
対する食糧の販売価格が完全に自由化され､市場原理に従って変動するようになった｡ 2000年
には一部の食糧を価格保護制度から退出させ､2002年の全面的な食糧市場開放の基礎を固めた｡
2004年には､食糧の流通市場が開放され､食糧の市場化が新たな局面を迎えつつある｡
以上のような背景をふまえ､本研究の目的は､現在市場化が進行している中国農産物流通にお
ける民間企業の役割を明らかにすることである｡具体的には､中国のコメの主産地である吉林省
の民間企業｢大成米業有限責任公司｣を研究対象として､新しく形成されたコメ流通における民
間企業の役割を考察する｡
【材料と方法】
既存文献から､中国における食糧システムの発展の歴史とその意義をまとめた｡さらに､吉林
省の稲作発展の過程とコメ産業の特徴を整理した上で､吉林省吉林市の民営食糧企業の実態調査
を行った｡具体的には20 1 2年3月6日から4月7日まで､吉林省古林市で､古林市統計局､
古林市食糧局､吉糧集団吉林市中心食糧倉庫(国営)､有限会社大成農業(民営)等を訪問し､
資料､情報を収集した｡また､古林市江蜜蜂鎮の稲作大規模農家(1戸)､一般な稲作農家(9
戸)の聞き取り調査およびアンケート調査を行った｡それらのデータに基づいた分析､検証を通
じ､上記の課題を明らかにした｡
【結果と考察】
従来は国有食糧企業がコメ流通における唯一のプレイヤーであったが､現在では民営食糧企業､
私的商人､食糧加工販売者など､様々なプレイヤーがコメ流通に参入し､中国における食糧流通
市場が多様化しつつある｡その状況下で､政府の食糧流通に関する政策が､特に民営食糧企業の
急速な発展に良好な条件を提供したため､近年の成長が著しいことが判った｡
民営食糧企業の発展について､具体的には次の4点の特徴が明らかになった｡ ①集約化しつつ
ある多くの民営食糧企業が単一一一の大型企業-と拡大するとともに､集団化する傾向にある｡ ②民
営食糧企業は概ね個人企業から株式会社制を採用した近代企業形態-と発展している｡ ③単なる
コメ流通から｢コメ産業｣ -と発展している｡具体的には､生産基地となる産地を契約によって
囲い込み､原料の安定調達を図るとともに､品質を向上させ､付加価値を増す経営戦略を採用し
ている｡ ④経営管理の専門技術を持つ人材を多く採用し､高給を保証することで､かつてのよう
な｢商人の勘｣に頼る経営ではなく､近代的な経営管理を確立した企業体質-と変貌している｡
以上の結果から､中国の民営食糧企業は｢改革開放｣以降の中国食糧流通市場で重要な役割を
担っているとともに､それらの企業の事業展開が中国中央政府の市場経済政策におけるより　一層
の自由化､近代化を進める契機となっている｡
